
 
 

 

東京都臨海副都心にて信号横断支援実証実験を実施 
 

日本信号株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：塚本英彦）が参画する、交通事故未然防止支

援研究開発コンソーシアムは、視覚障がい者の歩行支援技術による信号横断支援の実証実験を実施します。  

本実証実験は視覚障害者信号機横断プロジェクト、日本科学未来館、株式会社コンピュータサイエンス研

究所、株式会社Ａｓｈｉｒａｓｅ、東京都市大学都市工学科稲垣研究室と協働し、実施するものです。 

 

交通事故未然防止支援研究開発コンソーシアムは、２０２３年度（令和５年度）から、内閣府の取り組み

である「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期／スマートモビリティプラットフォームの

構築／リスクの事前通知による交通事故の未然防止支援の研究開発」プロジェクトに参加しています。 

本プロジェクトでは、交通事故の死者の多くが交通弱者であることに着目し、リスクを事前に通知するこ

とで、交通参加者の行動変容を促し、誰もが自由に移動できる空間を構築することを目指しています。 

今回の実証実験では、各社が提供するアプリケーション/サービスが、高度化ＰＩＣＳ※と連携する機能を

実装し、公道環境下におけるシステム成立性、および当事者による実用性評価を実施いたします。 

 
※高度化ＰＩＣＳ…Pedestrian Information and Communication Systems の略。スマートフォン等に対して歩行者用信号情報（交差点名称や 

歩行者用信号機の状況）を音声等で提供するとともに、スマートフォン等の操作により青信号の延長を可能とするシステム。 

 

＜実証実験概要＞ 

期間   ：２０２６年２～３月 

開催場所 ：東京都臨海副都心(青海エリア) 

実験内容 ：公道環境下におけるシステム成立性の検証、および当事者による実用性評価 

※本実証実験は一般公開の予定はございません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 日本信号株式会社  

〒１００-６５１３ 東京都千代田区丸の内１-５-１ 新丸の内ビルディング１３階 

総務部 Tel  ０３-３２１７-７２００   Fax  ０３-３２１７-７３００  E-Mail  info@signal.co.jp 

信号情報の提供 

信号横断補助機能の提供 

日本信号株式会社 

２０２６年２月２日 

当事者による歩行実験 

・ナビゲーションと連動した 

・歩行支援ロボットによる 

・信頼性の高い 
信号情報の提供 

高度化PICS連携サービス 

視覚障がい者歩行支援アプリ 

靴装着型振動ナビゲーションデバイス 

自律型移動支援ロボット 

AI スーツケース 
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